
第３次稚内市総合計画　施策実施状況調査　　

０１　市民に開かれたまちづくり

　　０４　計画行政の推進

　　　　０２　総合計画の推進 

（％） ベース 評価 評価内容 

２０　庁内横断的調整機能の強化
　　　　　　　　（政策経営室） 

4 80% 2 4 2 ･総合計画の推進を評価するときには、職員がどの 
くらい総合計画を意識し施策等を企画実施するか 
であり、今までを振り返ると反省すべき点は多々 
あったと考える。現在、第3次総合計画の検証を進 
めているが、本市の人口減少が進む中で、第３次 
において、設定された施策においては、成果として 
現れているものやなかなか成果として現れていな 
いものなど混在している状況である。 

・総合計画の位置付けが、市民や職員にあまり理解がされておらず、計画 
そのものの認識が大変希薄であった。個々の施策や事業が何の目的で実 
施されているのか理解されずに行なわれていることが時にあったのでない 
だろうか。目指すべき将来の本市の姿であった基本構想の実現に向って、 
様々な基本計画等があることから、職員は最上位計画である総合計画を 
日常的に意識し行政運営を行う体制作りが必要である。 
・次期総合計画の策定に当たっては、基幹産業の衰退や少子高齢化社会 
の進展により、人口減少社会を的確に捉え、それを見越した計画づくりを 
市民と協働により創り上げることが重要であり、計画実施においても市民の 
理解と共に着実な執行体制を構築する必要がある。 
・総合計画の施策、実施計画事業に目標指標の設定を行い、その指標に 
基づき行政評価の結果で、施策、事業の見直し等を行い予算編成に反映 
していくマネージメントサイクルの確立を目指している。 
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